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運動会！
★延期を経て行われた運動会。大変暑い中ではありましたが、大勢のお客様に見守られ
ながら、子ども達も日頃の力を存分に発揮することができました。皆様のご協力に心よ
り感謝申し上げます。
移転して5年目となる運動会。変化のある地形や自然豊かな環境を活かしたYurikagoな
らではの運動会が定着してきたように思います。日常、子ども達が遊び、生活している
園庭環境だからこそ可能なプログラムであり、学校の校庭や公園のグランドを借りて行
う運動会との違いと言えるでしょう。普段の子ども達の様子、成長をご理解頂けました
ら幸いです。

ユネスコスクールに認定
ホームページでは既にご紹介しておりましたが、詳細についてご報告致します。
当園がこれまで推進して参りました、「ＥＳＤ （持続可能な開発のための教育）＝里山
教育」の取り組みについて、昨年ＵＮＥＳＣＯ（国連教育科学文化機関）に申請をおこ
ないましたところ、文部科学省、パリのＵＮＥＳＣＯ本部の審査を経て、７月２７日付
けで「ユネスコスクール」として認定を受けました。後日、ユネスコ委員会の方が来園
され、認定式が執り行われる予定です。
今後は、国内は勿論、世界中の多くのユネスコスクール（幼･小･中･高･大学）と連携
を深めながら、ＥＳＤを更に深化させていくと共に、ＵＮＥＳＣＯが提唱する「地球市
民」としてのグローバルな視点からの教育を深めて参ります。
さて、そうは言っても、「ＥＳＤ、ユネスコスクールって何？」と、思われる方が殆
どではないでしょうか。教育の世界においても正確に理解をしている方は少ないかと思
います。ユネスコスクールをご理解頂くためには、その教育の核となる「ＥＳＤ」をご
理解頂く必要があります。因みに、当園の入園案内では、ＥＳＤについて以下のように
説明しています。

●ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）･･･ユネスコが提唱する世界基準の教育プログラ
ム。「地球に存在する人間を含めた命ある生物が、遠い未来までその営みを続けていくために、
これらの課題を自らの問題として捉え、一人ひとりが自分にできることを考え、実践していくこと
（ think globally, act locally ）を身につけ、課題解決につながる価値観や行動を生み出し、
持続可能な社会を創造していくことを目指す学習や活動」。

これまで当園が大切にしてきた「自然教育、環境教育、労作教育、食農教育」を包括
する教育をＥＳＤと捉えているのですが、ＥＳＤという表現ではなかなか理解されにく
いため、当園では「ＥＳＤ＝里山教育」と表現しています。
「里山」と聞くと、自然、環境、生き物、伝統、文化、共生、多様性、原風景･･･など
様々なイメージをされるかと思いますが、私たちが日々子ども達とこの里山の園庭で過
ごしていると、人間が生きていく上で必要な、数えきれないほどの多くの学びを得てい
ることに気付かされます。

右の「ＥＳＤ概念図」にある
用語だけを見ると、幼稚園教育
では難しいと思われるかもしれ
ません。むしろ、小学校、中学
校、高等学校などの教科学習で
学ぶ内容のように思われますが、
その中身はと言うと、ゆりかご
幼稚園の園児が、里山の園庭で
日々の遊びや生活、豊かな体験
を通して当たり前のように学ん
でいることでもあるのです。

更に、「ＥＳＤが目指すこと」
として挙げている以下に示した
特徴なども、幼稚園では難しい
内容に思われがちですが、その
基礎部分には、本年改訂された
「幼稚園教育要領」の重点項目
「幼稚園教育において育みたい
資質・能力の“３つの柱”」･･･
①知識及び技能の基礎
②思考力､判断力､表現力等の基礎
③学びに向かう力、人間性等 「ＥＳＤ概念図」（引用：文部科学省ユネスコ国内
があります。 委員会公式Website）

●ESDの実施には、特に次の二つの観点が必要
・人格の発達や、自律心、判断力、責任感などの人間性を育むこと
・他人との関係性、社会との関係性、自然環境との関係性を認識し「関わり」、
「つながり」を尊重できる個人を育むこと

●ESDで育みたい力
・持続可能な開発に関する価値観
・体系的な思考力（問題や現象の背景の理解、多面的かつ総合的なものの見方）
・代替案の思考力（批判力）
・データや情報の分析能力
・コミュニケーション能力
・リーダーシップの向上

●学び方・教え方
・「関心の喚起 → 理解の深化 → 参加する態度や問題解決能力の育成」を
通じて「具体的な行動」を促すという一連の流れの中に位置付けること
・単に知識の伝達にとどまらず、体験、体感を重視して、探求や実践を重視する
参加型アプローチをとること
・活動の場で学習者の自発的な行動を上手に引き出すこと 地

「ＥＳＤで目指すこと」（引用；文部科学省ユネスコ国内委員会公式Website）

幼稚園では、これらの事を日常の遊びや生活を通して体験的に学んでいくことが求め
られています。そして、世界共通のＥＳＤという教育基準を、日本ならではの文化や気
候風土に最大限沿った形で行うために必要な環境、、、それが「里地・里山」であると
考えています。つまり当園では、「ＥＳＤ＝里山教育」なのです。

ここまでお読み頂いている方がいらっしゃるかどうか不安ですが、ここからが本題で、
ユネスコスクールの説明を裏面に致します。

裏面に続く⇒



●ユネスコスクールとは･･･ユネスコスクールは、1953年、ASPnet(Associated Sch
ools Project Network)として、ユネスコ憲章に示された理念を学校現場で実践するため、
国際理解教育の実験的な試みを比較研究し、その調整をはかる共同体として発足しまし
た。世界 182か国で 11,500 校以上が ASPnetに加盟して活動しています。日本国内で
は、2018年 2月現在、1033校の幼稚園、小学校・中学校・高等学校及び教員養成系大
学がこのネットワークに参加しています。（国内の幼稚園は 26園、東京都内では本園
が第１号の認定になります） 日本では、ASPnetへの加盟が承認された学校を、ユネ
スコスクールと呼んでいます。ユネスコスクールは、そのグローバルなネットワークを
活用し、世界中の学校と交流し、生徒間・教師間で情報や体験を分かち合い、地球規模
の諸問題に若者が対処できるような新しい教育内容や手法の開発、発展を目指していま
す。（ユネスコスクール公式Websiteから抜粋）

ユネスコスクールとなったから、新たに何かが始まるのではなく、既にこれまで行って
きた教育を更に深め、充実させていく、とご理解下さい。今後、ＥＳＤ、ユネスコスクー
ルに関連した様々な事例を紹介していきたいと思います。

年少 森をぬけて乗馬クラブへ
幼稚園から森の中に入り、30分歩いてモーバン乗馬クラブに出かけました！
沢山のサラブレッドやミニチュアホースと触れあい、畑の堆肥に使う馬糞もいただいて
きました。よく頑張って歩き、森の自然や動物たちと触れあう素敵な時間となりました。

年長 稲刈り～脱穀～籾すり 大切に育ててきた稲が、金色に輝き、頭を垂れ、
いよいよ稲刈りの時期を迎えました。初めは先生が手を持ち、次からは自分一人で鎌を
持ち刈っていきました。収穫した稲は、昨年刈った稲わらを使って縛り、馬にかけ、干
した後、割り箸や千歯扱きや足踏み脱穀機を使って脱穀しました。今、もみすり・精米
を楽しんでいます！そしていよいもよ収穫祭「もおにぎりパーティー」です！
※これも正にＥＳＤです！ユネスコには「8ヶ月にわたる稲作活動」をカリキュラムとして申請してあります。

稲を刈ったら、 縛り方を知り、 稲架掛けし、 稲藁で遊び、

お米を生で試食し、 稲わらのお掃除、 稲と一緒に記念撮影 綱引き（稲藁繋がり）

千歯扱きで脱穀 手で脱穀 足踏み脱穀機 唐箕で藁くずを取る

籾を分けて すり鉢とボールで籾すり 籾殻飛ばし 籾すり精米機

職員研修 防災教育、野草研修
創立記念日を利用して全教職員で研修を行いました。
今回は、午前に防災のプロフェッショナルで、官庁、企業、学
校などでも研修を行っているタフジャパンの鎌田さんにお越し
頂き､日頃気付かない様々な危険や防災への備えを学びました。
午後には“ハーブ王子”山下智道さんと園
庭や周辺の森を散策し、様々な日本の野草
について学び、採取してお茶にしたり食す
ところまで行いました。今後、保育の中で
お越し頂き、子ども達も四季折々の草花に
親しむことができればと思います。

草花の観察画・木の葉を使って、、、
職員研修で行った野草観察研修から、早速、子どもたちと野草を見つけて摘んだり、香
りを嗅いだり絵を画く様子がみられます。また落ち葉とドングリ、自然の粘土を使って
双六を作る年長さんも。 どんどん興味を持って自然と関わって欲しいと思います。


